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Scope1,2削減の取り組み
工場やオフィス、施工現場など、あらゆる事業活動
の場において効果的な施設運用と省エネルギー活動を
通じて、継続的に排出量削減に取り組んでいます。自
社施設である三機テクノセンターおよび大和プロダク
トセンターには自社技術を含めた省エネルギーシス
テムを複数導入し、エネルギー使用削減に努めると
ともに、太陽光発電設備を導入しています。2024年
度も他拠点において使用電力の再エネ契約を進める
などの取り組みにより、2024年度の当社グループの
Scope1,2合計排出量は2020年度比41%減を達成
しました。

• 安定的なクレジット調達
自らの努力により可能な限り温室効果ガス排出量を
削減した上で、2030年Scope1,2カーボンニュート
ラルを達成するためにカーボンクレジットの活用を予
定しています。クレジットの価格高騰や供給不足など
のリスクを回避すべく先行投資型の長期契約等による
クレジットの調達を行います。

三機工業の温室効果ガス排出量と2050年カーボンニュートラルに向けたロードマップ
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脱炭素技術開発の推進

「SANKI YOUエコ貢献ポイント」制度の推進

省エネルギー活動の徹底・脱炭素設備投資の推進

各拠点の再生可能エネルギー電力メニュー切替

施工現場の脱炭素化

カーボンクレジット購入

自社施設の再生可能エネルギー電力メニュー切替／自家発電設備の整備（PPA事業含む）
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Scope3削減の取り組み
当社グループのScope3排出量のうち、カテゴリ
11が約8割と大部分を占めています。このため、当
社が提供する省エネルギー・創エネルギー設備・製品
の排出量となるカテゴリ11の削減、すなわちお客さ
まの温室効果ガス削減を目指しています。
2024年度のScope3排出量は2020年度比52%
減と2030年目標を超える進捗となっています。

三機工業グループは、事業活動を通じたサーキュ
ラーエコノミーへの挑戦を続け、環境負荷を最小限に
抑えつつ、サステナブルな世界の実現への貢献を目指
しています。
下水道分野では、循環型バイオマス資源として下水
汚泥を有効利用するため、燃焼灰の肥料化※1や昆虫
を利用した下水汚泥の肥料化および飼料化※2の研究
開発を進めており、いずれも国土交通省のプロジェク
トとして採択されています。燃焼灰の肥料化について
は、肥料登録と社会実装を目指し、廃棄物の有効利用
と資源循環の促進に貢献します。
また、「中期経営計画 2027」の事業戦略の一つと

して、海外パートナーとの連携による水処理技術・製
品のアジア展開を目指しています。経済産業省のプロ
ジェクトに採択されたタイ王国における省エネ型排水
処理施設導入調査事業※3は、経済成長の著しい新興国
での社会インフラ整備を支援しています。本事業で得
られた知見を活かし、省エネルギー・創エネルギーな
ど付加価値の高い技術を搭載した排水処理施設を提供
し、循環型社会と脱炭素社会の両方に貢献しています。
	
※1 �下水汚泥焼却灰の低コスト肥料化技術に関する調査事業：国土交通省「令

和4年度下水道革新的技術実証事業」のFS（Feasibility Study）調査に採択
※2 �昆虫を利用した下水汚泥の飼料化と肥料化の研究：国土交通省「令和5年

度下水道応用研究」に採択
※3 �タイ国内における排水基準・規制や工業団

地の運営事情、排水処理施設の情報取集など
を実施し、省エネ型排水処理施設の商業化の
実現可能性を調査：経済産業省「令和5年度
補正グローバルサウス未来志向型共創等事
業費補助金｣のFS事業に採択

事業を通じたサーキュラーエコノミーへの挑戦 産業廃棄物の現状

施工現場より排出される産業廃棄物については、当
社グループが直接管理する元請現場の産業廃棄物排出
量を集計し、実態を把握しています。また、廃棄フロ
ン・ハロンを適正に処理しており、2025年6月には、
一般財団法人日本冷媒・環境保全機構（JRECO）が主
催する第4回「フロン対策格付け」においてAランク
を取得しました。プラスチックについても、プラス
チック資源循環法に基づき排出の抑制、再資源化を推
進しています。このほか、有害物質の処理についても
法令に基づき適切に処理しています。

JRECOの第4回「フロン対策格付け」においてAランクを取得
https://www.sanki.co.jp/news/release/article621.html

水使用量の抑制

当社グループの所有施設では、水使用量の定期的な
モニタリングを行うとともに、水資源の効率化を継続
的に検討し、節水を考慮した設備投資の実施も含め、
使用量の低減を図っています。水使用量の大半は、事
務所・研修宿泊所の生活用水が占めています。三機テ
クノセンターでは、井水を併用することで上水の使用
を抑制しています。2024年度は三機テクノセンター
への入居部門数の増加に伴い人員が増えたことで、水
使用量は前年度よりも6%上昇しました。今後は、事
業拡大と水使用量の抑制の両立を図っていきます。
＊�対象範囲：三機テクノセンター・三機大和ビル、大和プロダクトセンター、
那須テクノステーションほか出張所含む8拠点

SANKI YOUエコ貢献ポイント制度

当社グループは、お客さまにCO₂削減につながる提案を行い、
採用された場合はその削減量をエコ貢献ポイントに換算して、環
境保全活動を支援する「SANKI YOU
エコ貢献ポイント」制度を運用してい
ます。2024年度の受注（連結）は311
件で、67,556トンのCO₂削減量とな
りました。また、累計年間CO₂削減量
は約43万トン、環境保全活動として累
計約35,000本の植樹を行っています。

TopicsTopics

SANKI YOUエコ貢献ポイント
https://www.sanki.co.jp/sustainability/sanki-you-eco-point/陸別町・バイウィルと森林J-クレジットに関する連携協定締結

https://www.sanki.co.jp/news/release/article630.html

新たな
社会価値の創造

サステナビリティ

マテリアリティ

循環型社会への挑戦

三機工業グループ環境方針
https://www.sanki.co.jp/sustainability/
environment/management/

循環型社会への挑戦
https://www.sanki.co.jp/sustainability/
environment/resource/

基本的な考え方

三機工業グループは、廃棄物の抑制やリサイクル等の推進に加え、事業を通じた循環型社
会の構築に向けて挑戦し続けています。2023年度より経済産業省が主導するサーキュ
ラーパートナーズに参画し、当社独自の技術力を活かした取り組みを強化しています。

水使用量
https://www.sanki.co.jp/sustainability/esgdata2025/
environment.pdf
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